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令和２年 令和元年 増△減

火災件数 29件 25件 ４件

種
別

建物火災 17件 17件 なし

車両火災 ５件 ３件 ２件

その他火災 ７件 ５件 ２件

青葉区内の火災は29件発生し、昨年より４件増加しました。
出火原因の上位は、｢放火（疑いを含む）｣６件、｢たばこ｣６件、｢こんろ｣３件となりました。
また、横浜市内の火災は624件発生し、前年より61件の減少となりました。
横浜市内の建物火災のうち、住宅火災の占める割合が７割となり、過去10年間において最高値を記

録しました。

令和２年 令和元年 増△減

出
火
原
因

１位 放火(疑いを含む) ６件 ４件 ２件

〃 たばこ ６件 ５件 １件

３位 こんろ ３件 ２件 １件

〈青葉区の火災件数〉

※ 数値は速報値であり、確定値ではありません。

住宅火災を防ぐためには… 
①火をつけたらその場を離れないようにしましょう。

調理中に離れ、火にかけたことを忘れてしまうケースが多く発生しています。
使用している火を消すまでは、絶対に調理場を離れないでください。

②着衣着火(着ている服に火がつくこと)に気をつけましょう。

調理中に袖口やたるんだ衣服などがこんろの火に当たり、着衣に燃え移るこ
とがあります。
火の元で作業する際は、ゆったりした服での作業は避け、防炎エプロン等を

使用しましょう。

③放火されない環境を作りましょう。

家の周りは整理整頓し、燃えやすい物を置かないようにしましょう。

令和２年 令和元年 増△減

救急件数 11,372件 12,552件 △1,180件

種
別

急病 7,476件 8,408件 △932件

交通事故 490件 637件 △147件

一般負傷 2,401件 2,430件 △29件

その他 1,005件 1,077件 △72件

青葉区内の救急は11,372件発生し、昨年より
1,180件減少しました。
また、横浜市内の救急は194,639件発生し、前

年より17,756件の減少となりました。
これにより、令和元年まで９年連続で過去最多

記録を更新していた横浜市内の救急件数は、平成
20年以降12年ぶりに件数が減少しました。
また、搬送者のうち57.3％が高齢者となってい

ます。

〈青葉区の救急件数〉

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、在宅ワークや外出の自粛等により、自宅にいる時間や調理を
する機会が増えているため、改めて火の取り扱いに注意してください。

〈青葉区の主な出火原因〉



連続無火災を達成しました！

令和２年度青葉区火災予防ポスターを作成しました！

かわら版あおば消防通信は、青葉消防署ホームページにも掲載しております。

お問い合わせ： 青葉消防署 予防課予防係 TEL／FAX ０４５－９７４－０１１９

令和２年度 青葉区火災予防ポスター

奈良北団地連合自治会及び青葉台連合自治会が連続無火災を達成しました。
奈良北団地連合自治会は、平成14年11月22日以降、18年間継続して連続無火災を達成しました。
４年間の連続無火災を継続して達成しているため、横浜市長表彰となります。
また、青葉台連合自治会は、令和２年６月25日以降、半年間の連続無火災を達成しました。

受賞連合自治会 代表受領者 表彰区分

奈良北団地連合自治会 内田 清高 会長 横浜市長表彰（４年間の連続無火災達成）

青葉台連合自治会 山川 英子 会長 青葉区長表彰（半年間の連続無火災達成)

火災予防啓発の一環として、区内の小学生から募集
した作品をもとに、令和２年度「青葉区火災予防ポス
ター」を作成しました。
応募のあった225作品の審査を横浜美術大学に依頼

し、上位４作品を火災予防ポスターに掲載しています。
完成した火災予防ポスターは、青葉区内の小学校と

田園都市線及びこどもの国線の駅構内に掲示をしてい
ますので、是非ご覧ください。

連合自治会・町内会の地域内で最後の火災が発生した日の翌日を基準日として、地域の世帯
数に応じ、一定期間中に火災が発生しなかった場合、各表彰を行っています。
表彰には３つの区分があり、継続して無火災日数を達成していくことで、青葉区長表彰、消

防局長表彰、横浜市長表彰となります。

表彰区分 学校名称 学年 名前

最優秀賞 美しが丘小学校 ４年 野飼 舜弥（のがい しゅんや）様

優秀賞 藤が丘小学校 ３年 中山 颯（なかやま はやて） 様

優良賞 鴨志田第一小学校 ２年 清原 由佳（きよはら ゆか） 様

優良賞 嶮山小学校 ６年 佐藤 心（さとう こころ） 様


